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久留米大学 外科学講座 主任教授

藤田 文彦 先生

※川崎医科大学にてTV会議システムを介して参加をご希望される方は
６月21日(金)までに総合医療センター中央教員秘書室（内線：85141）までご連絡ください。

※大学院生で講義として受講する場合は必ず教務課（大学院）へ問い合わせてください。

日時：令和６年６月２８日（金）１７：３０～１８：３０

場所：総合医療センター５階 カンファレンス室１ 座長 山辻 知樹

現在、大腸癌患者は増加傾向にありますが、その治療法も著しく進歩し
ています。手術療法は腹腔鏡手術からロボット手術の時代へと変わり、新
規治療薬の登場や個々の患者に応じた個別化治療も進んでいます。そし
て、世界各国から競うように発表される臨床試験の結果から、大腸癌患者
へのベストチョイスが模索されているのが現状です。今回は外科医の立場
から、最近話題になっている大腸癌診療について述べてみたいと思いま
す。

《皆様のご来聴をお待ちしております》


